
同
窓
会
長
ご
挨
拶

四
日
市
大
学
同
窓
会

　

会
長　

伊
藤
　
　

清（
経
済
学
部
１
期
生
）

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

平
素
は
、
四
日
市
大
学
並
び
に
大
学
同
窓
会
へ
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。同

窓
会
は
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に
発
足
し

今
年
で
23
年
目
を
迎
え
ま
す
。
会
員
（
卒
業
生
）
は

８
千
人
を
超
え
、
多
く
の
同
窓
生
達
が
全
国
各
地
、

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
誌
で
取
り
上
げ
た
卒
業
生
の
黒
田
淳
哉
さ
ん（
㈱

綜
合
舞
台
）は
、
環
境
情
報
学
部
の
２
期
生
と
し
て
卒

業
後
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
の
舞

台
照
明
･
音
響
な
ど
で
活
躍
さ
れ
、
今
春
か
ら
大
学

で
「
照
明
セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
師
と
し
て
教
壇
（
ス
タ

ジ
オ
？
）
に
立
た
れ
る
と
の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
た
幸
運
に
同
窓
生
と
し
て

羨
ま
し
く
も
あ
り
、
ま
た
応
援
し
た
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
母
校
で
得
ら
れ
た
知
識
、
ま
た
舞
台
照
明

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
恩
師 

山
形
多
聞
教
授
か
ら
受

け
継
が
れ
た
感
性
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
愛
情
を

持
っ
て
後
輩
た
ち
へ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
黒
田
さ
ん
の
よ
う
に
一
度
は
県
外
に
出

ら
れ
た
卒
業
生
も
、
ま
た
地
元
に
戻
ら
れ
て
地
域
と

共
に
生
き
る
人
生
を
選
ば
れ
る
方
々
が
増
え
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
、
安
部
政
権
に
お
け
る
地
方
創
生
の

動
き
が
本
格
化
し
て
い
る
中
、
日
本
経
済
の
発
展
に

は
地
域
経
済
の
活
性
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
地

方
創
生
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
大
学
運
営
に
お
い
て
も

「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
」
を
柱
と
し

て
、
特
に
地
方
の
大
学
は
「
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
大
学
」
に
な
る
こ
と
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

開
学
当
初
か
ら
「
世
界
を
見
つ
め
、
地
域
を
考
え

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
き
た
四
日
市
大
学
も
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
２
０
１
４

年
度
に
文
部
科
学
省
の
「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
大
学
か
ら
高
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
中
、
約
10
倍
の
競
争
率
を
く
ぐ

り
抜
け
た
わ
け
で
す
か
ら
、
同
窓
生
と
し
て
も
誇
ら

し
く
嬉
し
い
限
り
で
す
。

そ
こ
で
大
学
が
地
域
と
連
携
し
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
紹
介
し
ま
す
。

「
各
学
部
の
特
殊
講
義
」
な
ど
の
一
般
公
開
講
座
を

は
じ
め
、
暁
高
校
や
四
日
市
商
業
高
校
、
い
な
べ
総

合
学
園
高
校
等
「
地
元
高
校
と
の
高
大
連
携
」
、
外

国
人
と
の
共
生
を
考
え
る
多
分
化
共
生
社
会
活
動
、

四
日
市
と
ん
て
き
協
会
、
四
日
市
商
店
街
や
多
度
町

と
の
連
携
を
図
る
「
教
員
に
よ
る
地
域
活
動
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
注
目
し
た
の
は
、
「
学
生
に

よ
る
地
域
活
動
」
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
発
足

を
は
じ
め
、
地
パ
ト
、
Ｅ
Ｔ
Ｖ
よ
っ
か
だ
い
、
Ａ
プ

ロ
、
東
日
本
大
震
災
後
の
「
大
震
災
支
援
の
会
」
等

で
す
。
学
生
が
地
域
に
出
向
い
て
、
地
域
を
学
習
の

場
と
し
て
活
動
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
て
き
た
実
績
は
外
部
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
と
の
連
携
強
化
に
こ
れ
か
ら

も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗
村
学
長
は
「
地
方
の
大
学
が
少
子
化
に
伴
う
厳

し
い
大
学
運
営
に
直
面
す
る
時
代
、
本
学
が
こ
の
状

況
を
乗
り
越
え
る
為
に
は
四
日
市
市
と
連
携
し
、
地

域
と
共
に
発
展
し
て
き
た
強
み
を
生
か
し
、
地
域
の

知
の
拠
点
と
し
て
存
在
感
を
高
め
、
地
域
か
ら
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
有
用
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る

こ
と
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
本
学
が
一

方
的
に
地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
学

生
が
地
域
の
中
で
た
く
ま
し
く
育
て
ら
れ
、
本
学
の

教
育
･
研
究
が
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
で
豊
か
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
に
す
べ
て
の

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
決
意
が
あ

る
。
」
と
い
う
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
同
窓
会
と

し
て
も
、
地
域
の
未
来
を
拓
く
大
学
で
あ
り
続
け
る

母
校
に
対
し
て
、
期
待
と
応
援
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

世界を見つめ、地域を考える

同窓会報
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四日市大学特殊講義のご案内
どなたにもご聴講いただける

詳細は、四日市大学教学課
（TEL：059-365-6716）までお問合せください。

四日市大学の経済学部と環境情報学部では、正規の講義を
一般の方々に開放している「特殊講義」を開講しています。
どなたにでも聴講していただけるので、是非、お越し下さい。
経済学部特殊講義
 日　時  テーマ
 4月22日 企業におけるサイハ ー゙セキュリティ対応の課題と実践
 5月13日 産学連携による商品開発までのストーリーとその事例
 6月 3日 金融一筋50年、とっておきの話
 6月10日 ツーリズムの力（ちから）
環境情報学部特殊講義
 日　時  テーマ
 4月24日 四日市公害とコンビナート建設
 5月 1日 四日市市新総合ごみ処理施設
 5月 8日 風力発電･メガソーラーの動向
 5月15日 人工林の資源管理と森林の働き
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「第２４回学位記授与式（卒業式）四日市都ホテルにて宗村学長と伊藤会長」



四日市大学「地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ事業）」の概要について
四日市大学は、平成２６年７月に文部科学省が支援する「地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ事業）」に採択されました。全国の大学から高

い関心が寄せられる中、約１０倍の競争率をくぐり抜けて採択されたことを、同窓会として誇らしく思います。今後、三重県、四日市市、
そして地域の皆さんと連携し、また、ご指導をいただきながら、地域の課題に向き合い、地域と共に学生を育てる大学として改革に取り
組み、そして発展されることを期待しています。

1 ３つの改革

2 具体的な取り組み
その１
『地域志向科目』・・・カリキュラム改革の中で、地域に関する専門科目『地域志向科

目』を作りました。教室での講義だけでなく、㈱三岐鉄道等など
の地元企業とタイアップしたイベントなどを企画しています。学外
から講師を招くこともあり、学生は現場の声を聞いたり、社会との
接点を持つ事で人間的な豊かさを育くむ効果が期待されます。

その２
『学生情報局』・・・学生が自ら取材・広報を行い、SNS等を利用し学生の視点で

ＣＯＣ事業を捉える活動『学生情報局』を設置し、地域に根ざし
た情報を地域に対して発信しています。
各学部から総勢１０名の学生が選ばれ、自主的に活動を行って
います。

その３
『わかもの学会』・・・ＣＯＣ事業を通じて地域を学んだ学生が、自分の活動や研究に

ついて地域の方々に報告する場が『わかもの学会』です。「学
会」という名前がついていますが、論文や研究の発表だけでなく
広く若者の活動を発表することを目的としています。第1回は、３
月７日（土）に開催され、多くの方 に々ご来場いただきました。

その４
『 協 創 ラ ボ 』・・・『協創ラボ』とは、地域と学生、教員の交流が協働して、教育と研

究を行う仕組みを言います。テーマに沿った地域の問題などに
関して話し合いを行い、学生にとっては、自治体、企業、市民団
体の方々にも触れ合う貴重な機会で、それゆえ教育の場でもあ
ります。

●学長のリーダーシップによって
　教職員の団結力を強化する
●学外組織で構成される協議会
　を設置し、第３者の意見を
　積極的に取り入れる

ガバナンス改革

●産業、環境、地域の専門科目を設置し、
　学生への教育に反映させる
●「成長スケール」を新設し、学生一人
　ひとりの成長度合いを計る

教育カリキュラム改革 地域連携改革
●３つのテーマ（産業振興、環境教育･
　保全、人材育成）を掲げ、それを支援
　するプロジェクトを実施する。

三岐鉄道とタイアップしたイベント「サンタ電車」

「地（知）の拠点運営協議会」

「わかもの学会」で発表や司会を担当した学生と
松井社会連携センター長

「協創ラボ」北勢地区のグリーンツーリズムの
拠点づくりの打ち合わせ

1



3 1人1プロジェクト
『1人1プロジェクト』・・・大学全ての教員が、地域連携改革の３つのテーマ（産業振興、環境教育･保全、人材育成）を含めた数々の地

域の課題について、多様な観点を切り口として活動や研究を行う企画です。
平成２６年度に採択された２４件のプロジェクトは下の表のとおりです。

四
日
市
大
学
は
、
３
月
15
日
（
日
）
に
四
日
市
都

ホ
テ
ル
に
お
い
て
平
成
26
年
度
第
24
回
の
学
位
記
授

与
式
（
卒
業
式
）
を
挙
行
し
、
宗
村
学
長
よ
り
卒
業

生
へ
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
の
伊
藤
清
会
長
は
来
賓
と
し
て
学
位
記
授

与
式
に
出
席
さ
れ
、卒
業
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
日
卒
業
し
た
卒
業
生
は
187
名
で
す
。

今
後
も
同
窓
会
の
規
模
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
･
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
卒
業
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
21
日
（
土
）
に
「
四
日
市
公
害
と
環
境
未
来

館
」
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
特
別
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
子
供

た
ち
の
環
境
に
関
す
る
作
品
が
展
示
さ
れ
、
四
日
市

大
学
も
含
め
た
４
高
等
教
育
機
関
が
ブ
ー
ス
出
展
し

ま
し
た
。

四
日
市
大
学
は
「
四
日
市
公
害
に
学
ぶ
〜
持
続

可
能
な
北
勢
地
域
に
向
け
て
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
パ
ネ
ル
、
動
画
、
学
生
の
卒
業
論
文
等
を
出
品

し
ま
し
た
。

「
四
日
市
公
害
と
環
境
未
来
館
」

オ
ー
プ
ン

四日市公害と環境未来館へのブース出展

2

特定プロジェクト研究（平成26年度）
番
号

代表者
（学部） 他構成員 取組名称

1 小川 束
（環境）

片山清和・
高田晴美

地域に貢献できる人材に求められる数理能力のスキー
ム構築

2 武本行正
（環境）

神長 唯・
千葉 賢

新総合ごみ処理施設に併設される環境教育施設に関す
る調査と企画

3 岡 良浩
（経済）

岩崎祐子・
鶴田利恵

地域の産業振興策をふまえた経済人育成方策の予備
調査

4 松井真理子
（総合）

岩崎恭典・
小林慶太郎

四日市版「地域コミュニティリーダーシッププログラム」
の開発

5 鬼頭浩文
（総合） 藤川なつこ 地域防災に貢献できる人材の育成に関する研究

6 神長 唯
（環境） 鬼頭浩文 四日市公害と環境未来館との協定書を踏まえた環境教

育・環境保全活動に関する調査研究

一般プロジェクト（平成26年度）
番
号

代表者
（学部） 他構成員 取組名称

1 東村 篤
（経済） なし

DiPO模擬会社夢追プロモーションによる地域での支
え合いづくり
2つのCIPO（Chief Intellectual Property Officer 
知的財産統括責任者、Chief Initial Public Offering・
株式新規上場準備統括責任者 DiPO）人材養成プログ
ラム有効実証検証研究

2 牧田直子
（環境） 田中正明 北勢地域でのプランクトン分布の基礎調査

3 鶴田利恵
（経済）

富田 与・
岡 良浩 「こども四日市」学生サポーターを通じた経済政策の分析

4 田中伊知郎
（環境） なし 鎮守の森に保存された四日市本来の植生の解明

5 千葉 賢
（環境）

武本行正・
東村 篤

北勢地域のグリーンツーリズムの拠点づくりのための
調査研究

番
号

代表者
（学部） 他構成員 取組名称

6 井岡幹博
（環境）

岩崎祐子・
小林慶太郎

三重県内主要企業における人材ニーズ調査＝「みえ
リーディング産業展2014」参加企業を対象として＝

7 藤野 裕
（経済） 三田泰雅 四日市市における相対的年齢効果の測定に関する研究

8 本部賢一
（環境） なし 近鉄内部・八王子線の利用促進に係る基礎研究

9 富田 与
（経済）

D.ダイクス・
永井 博・
藤野 裕・
藤川なつこ

四日市経済におけるリスクの「見える化」とリスク管理
の実践のための調査研究

10 木村眞知子
（環境） なし 第76回国民体育大会三重大会開催に向けて　県民へ

の周知および協力を呼び掛けるための広報映像の制作

11 岩崎恭典
（総合） 田中正明 「成長スケール」作成のための本学に対する三重県内

高等学校のニーズ調査

12 若山裕晃
（総合） なし

2021（平成33）年国民体育大会開催に向けた三重県の
ホッケー競技普及推進活動を地域活性化及び人材育成
につなげる取り組み

13 友原嘉彦
（総合） なし 忍者をテーマとした三重県伊賀地方と滋賀県甲賀地方

における観光連携の現状と妥当性についての調査研究

14 中西紀夫
（総合）

加納 光・
高田晴美・
谷崎智子

「キャリア基礎」に参加した地域企業との交流会の実施

15 柴田啓文
（経済） 池田幹男 地域多言語支援プロジェクト

16 熊澤光正
（経済） なし トヨタ生産方式の理解と展開の方策に対するセミナー

17 ゴードン･リース（総合） 松井真理子 『教室に元気を運べ：授業に演劇とパフォーマンスを取
り入れる方法』研究会

18 三田泰雅
（総合） 城之内忠正 漢字読み下し教材の開発



平
成
27
年
2
月
20
日（
金
）キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）で
は
、毎
年
恒
例
の「
就
職
活
動
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。以
前
は
四
日
市
市
内
の
ホ
テ
ル
で
１

泊
２
日
の
日
程
で
行
っ
て
い
た「
就
職
進
路
指
導
研
修
会

（
就
職
合
宿
）」で
す
。日
程
が
１
泊
２
日
か
ら
１
日
と
な

り
ま
し
た
が
、そ
の
分
内
容
は
か
な
り
濃
く
ハ
ー
ド
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。参
加
学
生
は
73
名
で
、ス
ー
ツ
に
身

を
包
み
緊
張
感
を
持
って
研
修
会
に
臨
み
ま
し
た
。

研
修
会
の
第
1
部
は『
業
界
研
究
』。鉄
道
業
か
ら
三

岐
鉄
道
株
式
会
社
、卸
小
売
業
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
ン
シ
株
式
会
社
、住
宅
建
設
業
か
ら
ト

ヨ
タ
ホ
ー
ム
三
重
株
式
会
社
の
3
社
を
お
招
き
し
、各
業
界
の
歴
史
、規
模
、特
性
、将
来

性
、動
向
、課
題
と
展
望
そ
し
て
業
務
内
容
を
学
生
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

続
く
第
2
部
は『
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＆
履
歴
書
対
策
講
座
』。グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
と
は
、１
グ
ル
ー
プ
７
―
８
名
で
、20
分
の
時
間
制
限
内
に
与
え
ら
れ
た
課
題

に
対
し
て
討
論
し
、そ
の
様
子
を
面
接
官
が
観
察・評
価
す
る
も
の
で
す
。初
体
験
の
学

生
が
多
く
、皆
が
発
言
で
き
る
の
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、与
え
ら
れ
た
課
題
を
グ

ル
ー
プ
で
協
力
し
な
が
ら
活
発
に
討
論
し
て
い
ま
し
た
。

履
歴
書
対
策
講
座
で
は
外
部
講
師
を
お
招
き
し
、履
歴
書
の
書
き
方
や
注
意
点
な
ど

を
教
わ
り
ま
し
た
。学
生
た
ち
は「
履
歴
書
の
重
要
性
が
改
め
て
わ
か
っ
た
」「
履
歴
書
の

正
し
い
書
き
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
」と
口
々
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
第
３
部
は『
就
職
活
動
マ
ナ
ー
講
座
』。挨
拶
の
大
切
さ
や
入
退
室
の
仕
方
な

ど
就
職
マ
ナ
ー
の
基
本
を
徹
底
的
に
教
わ
り
ま
し
た
。

「
自
分
が
知
って
い
る
と
思
って
い
た
こ
と
で
も
マ
ナ
ー
は

奥
が
深
い
な
」と
学
生
は
感
じ
た
そ
う
で
す
。

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
」「
就
職
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
」「
就
職

活
動
を
甘
く
見
て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
」な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
に
参
加
し
た
学
生

た
ち
が
、就
職
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

『
就
職
活
動
研
修
会
』開
催
！

四
日
市
大
学
に
は
、世
界
各
地
か
ら
多
数
の
留
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。卒
業
後
は
帰
国
す
る
方
が
大
半
で
す
が
、最
近
は
日
本

国
内
に
就
職
す
る
卒
業
生
も
か
な
り
の
数
に
な
って
い
ま
す
。

今
回
は
、３
月
15
日
に
卒
業
し
た
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
ホ
ァ
ン　

フ
ー
ン　
タ
オ
さ
ん
、チ
ャ
ン　
ヴ
ァ
ン　
ア
ン
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

ま
し
た
。

❶
日
本
に
留
学
し
た
き
っ
か
け
は
？

タ
オ
：
私
が
留
学
に
つ
い
て
考
え
た
の
は
、高
校
生
の
頃
で
す
。

日
本
に
住
む
従
姉
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
、日
本
に
興
味
を

持
っ
た
か
ら
で
す
。

ア
ン
：
日
本
は
戦
後
、政
治・経
済
を
発
展
さ
せ
、経
済
大
国
に

な
り
ま
し
た
。ベ
ト
ナ
ム
も
こ
の
よ
う
に
発
展
し
て
ほ
し
い
と
思

い
、そ
し
て
日
本
の
優
れ
た
と
こ
ろ
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

❷
来
日
し
て
、驚
い
た
こ
と
は
？

タ
オ
：
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
て
、日
本
人
は

「
ま
じ
め
」だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ベ
ト
ナ
ム
と
比
べ
て
、高
齢

者
の
方
々
が
元
気
な
の
に
は
、び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ア
ン
：
初
め
て
日
本
に
来
て
驚
い
た
の
は
、麺
類
の
す
す
る
音

で
す
。そ
し
て
、歩
く
の
が
速
い
こ
と
で
す
。ベ
ト
ナ
ム
で
は
み
ん

な
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
の
で
、歩
調
を
合
わ
せ
る
の
が
大
変
で

し
た
。

❸
四
日
市
大
学
で
何
を
学
び
ま
し
た
か
？

タ
オ
：
私
は
経
済
学
科
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
講

義
の
中
で
、日
本
経
済
や
環
境
問
題
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

農
業
と
経
済
発
展
」で
す
。

ア
ン
：
私
は
経
営
学
科
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。講
義
で
は
、企

業
の
経
営
知
識
や
簿
記
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。そ
し
て
学
ん
で

き
た
こ
と
に
基
づ
い
て
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
成
長
を
研
究
し
、卒
業

論
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。

❹
四
日
市
大
学
で
の
4
年
間
の
思
い
出
は
？

タ
オ
：
大
学
祭
や
高
校
生
と
の
交
流
な
ど
で
、ベ
ト
ナ
ム
料
理

や
文
化
な
ど
紹
介
で
き
た
こ
と
で
す
。こ
れ
に
参
加
し
た
こ
と

で
友
達
が
出
来
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ア
ン
：
大
学
の
先
生
方
は
と
て
も
親
切
で
、学
生
の
サ
ポ
ー
ト

が
良
く
安
心
し
て
留
学
生
活
を
送
れ
ま
し
た
。イ
ベン
ト
が
多

く
、弁
論
大
会
で
は
学
長
賞
を
頂
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。ま

た
出
場
し
た
こ
と
で
日
本
語
が
上
手
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

❺
4
月
か
ら
社
会
人
で
す
が
、挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
、夢
は
何
で

す
か
？

タ
オ
：
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
同
僚
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、

社
会
に
と
って
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
、ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
を
紹
介
し

た
り
し
て
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ア
ン
：
会
社
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
社
会
人
に
な
り
た
い
と

思
って
い
ま
す
。そ
し
て
自
分
の
経
験
し
た
留
学
生
活
な
ど
を
、

後
輩
に
伝
え
、彼
ら
の
留
学
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

留
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

左：ホァン　フーン　タオさん　マックスバリュ中部株式会社　就職
右：チャン　ヴァン　アンさん　住友電装株式会社　就職

初めてのグループディスカッションに緊張する学生

真剣な面持ちで企業の説明を聞く学生
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き
っ
か
け
は
一
通
の
手
紙
で
し
た
。

福
島
県
に
葛
尾
村
と
い
う
村
が
あ
り
、現
在
東
日
本
大

震
災
の
原
発
事
故
の
影
響
で
全
村
避
難
し
て
い
ま
す
。そ

の
村
の
役
場
に
四
日
市
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
大
橋
正
敏

君
が
勤
め
て
い
て
、そ
の
彼
か
ら
の
手
紙
で
し
た
。内
容
は
、

現
在
村
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
行
事
な
ど
で
、校
歌

を
流
し
て
い
る
の
で
す
が
、録
音
状
態
が
悪
く
村
民
の
皆

さ
ん
の
心
に
響
く
よ
う
に
思
え
な
い
と
の
こ
と
で
、四
日
市

大
学
で
綺
麗
な
音
で
校
歌
を
録
音
し
て
も
ら
え
な
い
か
と

い
う
も
の
で
し
た
。

き
れ
い
な
音
で
校
歌
が
流
れ
て
き
て
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
と
し

て
使
え
た
ら
、今
は
避
難
し
て
い
る
け
れ
ど
、村
の
平
和

だ
っ
た
頃
の
懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
思

い
か
ら
、大
橋
君
の
考
え
に
賛
同
し
、こ
の
企
画
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。葛
尾
村
の
小
中
学
校
か
ら
譜
面
と
現
在
の
校

歌
の
録
音
を
送
って
い
た
だ
き
、系
列
校
で
あ
る
暁
高
等
学

校
の
合
唱
部
に
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、快
諾
し
て
い

た
だ
き
２
０
１
４
年
の
12
月
26
日
に
四
日
市
大
学
の
ス
タ

ジ
オ
で
本
番
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
合
唱
団
50
人
ほ
ど
の
歌
声

を
録
音
し
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
で
葛
尾
村
に
お
送
り
し
て
も
良
か
っ
た
の
で

す
が
、や
は
り
子
供
達
の
声
が
入
っ
て
い
た
方
が
、よ
り
親

し
み
や
す
く
な
る
と
考
え
て
、避
難
先
の
学
校
に
伺
っ
て

小・中
学
生
の
歌
声
も
録
音
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。年
が

明
け
て
２
０
１
５
年
２
月
２
日
に
避
難
先
で
あ
る
三
春
町

に
お
邪
魔
し
て
、小
学
校
の
校
歌
は
小
学
生
12
人
、中
学

校
の
校
歌
は
中
学
生
８
人
の
歌
声
を
収
録
し
て
来
ま
し

た
。以

上
の
素
材
を
四
日
市
大
学
の
ス
タ
ジ
オ
に
持
ち
帰

り
、ミ
キ
シ
ン
グ
の
作
業
を
経
て
完
成
し
た
音
源
を
Ｃ
Ｄ
の

形
に
仕
上
げ
ま
し
た
。早
速
２
月
中
に
葛
尾
村
に
送
付
し

た
と
こ
ろ
、ご
丁
寧
に
葛
尾
中
学
校
の
校
長
先
生
か
ら
行

事
の
際
な
ど
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、私
を
含
め
四
日
市
で

参
加
し
て
く
れ
た
多
く
の
学
生
や
生
徒
さ
ん
も
、被
災
地

に
直
接
出
向
か
な
く
て
も
被
災
地
の
方
々
の
心
に
寄
り
添

う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、あ
ら
た
め
て
知
ら

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。同
じ
よ
う
な
形
で
音
楽
や
良
い
録

音
を
必
要
と
し
て
い
る
方
は
、被
災
地
に
限
ら
ず
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
の
で
、こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う
方
々
の
手
助

け
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

全
村
避
難
が
続
く
福
島
の
小
中
学
校
へ
校
歌
の
C
D
を
制
作

葛
尾
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・・・
環
境
情
報
学
部
准
教
授　

関
根
辰
夫

ＣＤに収録する校歌を合唱した葛尾中の生徒たち 校歌を収録中の葛尾小の生徒たち

コーラスを担当した暁高校合唱部員

四日市大学オープンキャンパス2015
スマイル　四日市大学 検　索
事前予約制
スマイル四日市大学
（受験生ページ）から
ご予約ください。

 4/19日 5/23土 6/21日
 7/19日 8/　1土 8/22土
 9/13日 10/24土 12/12土

ＡＯ入試事前説明会〔5/23､6/21､7/19〕

毎回テーマをかえて、四日市大学の魅力をお伝えします
大学説明、学部紹介、模擬講義、学食体験、キャンパスツアー
相談コーナー（入試・キャンパスライフ・奨学金など）
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懐
か
し
の
先
生
は
、今

懐
か
し
の
先
生
は
、今

さ
よ
う
な
ら
四
日
市
大
学

18
年
間
勤
め
た
四
日
市
大
学
を
と
う
と
う
去

る
日
を
迎
え
ま
し
た
。
３
月
14
日
は
卒
業
生
た

ち
の
交
流
会
（
通
称
Ｏ
Ｐ
会
）
を
行
い
、
50
名

が
プ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
ま
し
た
。
今
ま

で
毎
年
夏
に
小
旅
行
を
し
て
き
た
の
で
す
が
、

ち
ょ
う
ど
ゼ
ミ
発
足
10
周
年
の
時
に
も
50
名
が

湯
の
山
の
ホ
テ
ル
に
集
ま
っ
た
の
を
懐
か
し
く

想
い
出
し
ま
す
。

環
境
情
報
学
部
の
学
生
諸
君
に
は
地
球
環
境

論
と
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
の
授
業
を
18
年
間

行
っ
て
来
ま
し
た
し
、
経
済
学
部
・
総
合
政
策

学
部
の
諸
君
に
は
科
学
技
術
概
論
を
３
年
間
講

義
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
の
講
義
で
も
、
毎

回
授
業
の
初
め
に
課
題
を
出
し
て
小
論
文
を
提

出
し
て
も
ら
う
か
、
授
業
の
レ
ジ
ュ
メ
（
ま
と

め
）
を
作
成
し
て
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
初
の
こ
ろ
は
受
講
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
一

枚
一
枚
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
む
ゆ
と
り
が
な

く
て
単
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
評
価
結
果
を
示
す
だ
け
で

し
た
が
、
学
生
数
が
減
っ
た
の
を
機
に
、
一
行

以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
次
の
授
業
に
お
返

し
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
ど
の
程
度
学
生
諸

君
の
”気
持
ち
“に
届
い
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
は
二
年
生
に
は
一
年
間
デ
ィ
ベ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
番
効
果
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
「
先
生
の
教
育
効
果
は
あ
っ
た
よ
！

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
培
っ
た
”複
数
の
筋
道
を
考
え
る

力
“は
社
会
人
力
に
な
っ
た
」
と
、
何
人
か
か
ら

誉
め
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
隔
年
で
ゼ
ミ

生
中
心
に
海
外
と
く
に
豪
州
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
大
学
に
２
週
間
（
初
期
の
頃
は
３
週
間
）
連

れ
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
良
い
刺
激
に
な
っ
た

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
但
し
、
１
・
２
期

生
に
は
未
だ
そ
の
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
タ
イ
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
近
傍
で
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
植
林
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
し
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
問
題
で
海
外
渡
航
禁
止
令
が
出
た
５

期
生
に
は
西
表
島
で
３
週
間
の
環
境
保
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
味
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
新
田
ゼ
ミ
以
外
か
ら
も
多
く
参
加
さ

れ
、
良
い
体
験
を
し
て
頂
け
ま
し
た
。

９
月
に
は
中
部
原
子
力
懇
談
会
三
重
支
部
殿

の
ご
協
力
を
得
て
、
一
泊
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
発

電
所
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
見
学
を
し
ま
し

た
。
普
通
で
は
入
れ
な
い
場
所
、
今
で
は
絶
対

に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
原
子
力
発
電
所
の
炉
心

の
上
の
フ
ロ

ア
ー
な
ど
、
今

思
え
ば
手
に
汗

に
ぎ
る
経
験
が

出
来
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
り

わ
け
電
力
を
供

給
す
る
こ
と
の

大
変
さ
を
実
感

し
て
頂
け
た
と

思
い
ま
す
。

春
、
四
年
生
が
卒
業
す
る
直
前
に
は
”デ
ィ

ベ
ー
ト
合
宿
“。
全
学
年
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
模
擬

国
連
を
し
た
の
は
愉
快
な
想
い
出
で
す
。
新
田

ゼ
ミ
に
入
る
予
定
の
1
年
生
も
参
加
し
ま
し

た
。日

頃
か
ら
研
究
室
を
ゼ
ミ
生
た
ち
に
開
放
し

て
い
ま
し
た
し
、
ゼ
ミ
の
行
事
に
は
全
員
参
加

が
原
則
で
し
た
か
ら
、
前
後
２
学
年
は
少
な
く

と
も
１
年
間
は
お
付
き
合
い
が
あ
り
、
交
友
の

和
が
”学
問
“を
通
じ
て
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

四
日
市
大
学
に
赴
任
し
て
、
特
に
最
初
の
３

年
間
は
ゼ
ミ
生
を
企
業
研
修
つ
ま
り
イ
ン
タ
ー

ン
に
出
す
の
に
精
出
し
ま
し
た
。
灼
熱
の
中
を

学
生
を
連
れ
て
大
阪
の
中
堅
企
業
の
工
場
を
訪

問
し
て
お
願
い
し
た
の
は
、
自
分
が
若
か
っ
た

か
ら
出
来
た
こ
と
で
し
た
し
、
中
部
電
力
の
関

連
会
社
に
環
境
計
測
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

お
願
い
し
た
時
に
、
二
人
の
男
子
学
生
が
揃
っ

て
下
向
い
て
一
言
も
発
し
て
く
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
、
懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。
何
故
な
ら
、

彼
ら
二
人
と
も
社
会
に
で
て
大
成
功
し
て
い
る

か
ら
。

何
が
教
員
と
し
て
嬉
し
い
か
と
い
う
と
、
自

分
を
超
え
て
行
っ
た
卒
業
生
た
ち
が
沢
山
い
る

こ
と
で
す
。
４
年
で
卒
業
し
て
30
歳
の
こ
ろ
に

「
先
生
、
10
歳
年
上
の
部
下
を
持
た
さ
れ
た
。

ど
う
や
っ
て
指
導
し
た
ら
い
い
？
」
と
質
問
し

て
き
た
若
い
部
長
。
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
、
ば
っ

た
り
出
会
っ
た
”英
語
特
訓
“卒
業
生
二
人
。
一

人
は
ロ
ン
ド
ン
の
世
界
一
の
経
済
学
大
学
院

生
、
も
う
一
人
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
大
学
院
生
。
前
者
は
私
の
ゼ
ミ
生
で
、

今
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国
際
公
務
員
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

最
後
に
１
期
生
か
ら
８
期
生
ま
で
毎
年
大
学

院
に
進
学
出
来
た
こ
と
は
私
の
誇
り
で
す
。

・
・
・ 

新
田
義
孝 

先
生

環境調査中の新田先生と高橋先生

2008年のモンゴル研修
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コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
は
、地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
し

て
、四
日
市
大
学
の
設
備
や
人
的
資
源
を
活
用
す
る
目

的
で
作
ら
れ
ま
し
た
。大
学
だ
か
ら
こ
そ
供
給
で
き
る

教
育・研
究
資
源
を
、学
部
学
生
に
対
す
る
教
育
や
学

部
内
で
の
研
究
の
み
に
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、地
域

住
民
、地
元
企
業
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
働
く
人
び

と
に
積
極
的
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

講
座
は
、年
間
５
ク
ー
ル（
４
―
５
月
期
・
６
―
７
月

期
・
９
―
10
月
期
・
11
―
12
月
期
・
２
―
３
月
期
）で
実

施
さ
れ
、６
コ
マ
を
基
本
に
、パ
ソ
コ
ン
・
英
会
話
・
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
絵
画・社
交
ダ
ン
ス
等
、様
々
な
講

座
を
開
講
し
て
、地
域
住
民
皆
様
の
多
岐
に
わ
た
る
生

涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
な
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。ご
興
味
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
ば
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
日
市
大
学

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レッ
ジ

お問い合わせ
コミュニティカレッジ事務局
TEL：059-365-6615

ホームページへのアクセスはこちら
http://www.yokkaichi-u.ac.jp/caeb/

同窓生の方は

体験受講受付中!!
２割引

大
学
を
卒
業
し
て
十
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
結
婚
し
子
供
を
授
か
り
、
ま
た
順
調

に
歳
を
と
っ
て
い
ま
す
。
気
持
ち
は
今
で
も
学

生
の
頃
と
変
わ
っ
て
は
い
な
い
の
で
す
が
、
同

僚
か
ら
は
す
っ
か
り
お
じ
さ
ん
扱
い
を
う
け
て

い
ま
す
。
現
実
に
抗
い
な
が
ら
毎
日
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

私
は
当
時
ま
じ
め
な
学
生
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
実
か
ら
目
を
背
け
夢
と
自
分
の
可

能
性
だ
け
を
信
じ
て
い
た
無
邪
気
と
言
い
ま

し
ょ
う
か
間
抜
け
な
学
生
で
し
た
。
大
学
で
は

照
明
セ
ミ
ナ
ー
を
専
攻
し
て
お
り
、
恩
師
の
導

き
の
も
と
東
京
の
照
明
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

間
抜
け
で
頭
で
っ
か
ち
だ
っ
た
学
生
は
完
膚
な

き
ま
で
に
叩
き
の
め
さ

れ
ま
し
た
。
大
人
に
な

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
で

全
国
ツ
ア
ー
を
ま
わ
っ

た
り
、
海
外
で
仕
事
を

し
た
り
な
ど
常
に
自
分

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を

超
え
る
仕
事
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

大
変
で
し
た
が
、
そ
の

経
験
が
あ
っ
て
今
の
自

分
が
あ
り
ま
す
。
会
社

な
ら
び
に
、
こ
の
道
に

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
恩

師
、
四
日
市
大
学
に
言

葉
で
言
い
表
せ
な
い
く

ら
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に 

C
irque du Soleil

の
専
用
劇
場
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
こ
に
出
向
し
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
りC

lose

し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
震
災
は
私
の
人
生
の
分

岐
点
で
し
た
。
震
災
が
起
き
た
数
日
後
に
は
地

元
に
帰
る
決
断
を
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
に
密

着
し
た
仕
事
が
し
た
い
、
地
元
に
恩
返
し
が
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
沸
々
と
湧
い
て
い
ま
し

た
。
運
よ
く
名
古
屋
に
移
動
が
決
定
し
、
さ
ら

に
そ
の
後
、
四
日
市
大
学
で
講
師
を
す
る
事
が

決
ま
り
ま
し
た
。
理
想
が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
講
義
を
数
コ
マ
と
照
明
セ
ミ

ナ
ー
の
講
師
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま

し
て
、
自
分
自
身
も
驚
い
て
い
ま
す
。
照
明
の

世
界
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
の
為
、
大
学

の
為
、
ま
た
四
日
市
の
為
に
良
い
講
義
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
地
元
に
恩
返
し
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
を
頂
け
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
新
聞
で
「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
。

夢
を
追
い
か
け
る
。
」
と
い
っ
た
考
え
は
ナ
ン

セ
ン
ス
で
あ
る
。
と
い
っ
た
よ
う
な
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
や
り

た
い
こ
と
を
や
っ
て
生
き
て
い
く
事
が
最
高
の

幸
せ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
な
れ

る
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
希
望
が
な
か
な
か

見
い
だ
せ
な
い
時
代
に
あ
え
て
夢
や
希
望
を
掲

げ
て
生
き
て
い
く
の
も
悪
く
な
い
で
す
よ
ね
。

私
が
恩
師
に
し
て
頂
い
た
よ
う
に
、
私
も
学
生

と
向
き
合
い
彼
等
の
人
生
の
サ
ポ
ー
ト
が
少
し

で
も
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

頑
張
っ
て
ま
す
、同
窓
生

活
躍
す
る
同
窓
生
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー黒

田
淳
哉
（
環
境
情
報
学
部
二
期
生
）

㈱
綜
合
舞
台
勤
務

２
０
１
５
年
よ
り
環
境
情
報
学
部
助
教
を
併
任
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再生紙を
使用しております

同窓会掲示板同窓会掲示板

編集後記

第10回 同窓会ゴルフコンペのご案内

同窓生便り
経済学部経営学科 1999年卒業 8期生の
水谷吉孝です。
卒業後は、希望でありましたホテルに就職し
現在は、四日市都ホテル営業部（セールス）と
して日々頑張っております。
大学をはじめ暁学園全体のご担当もさせて
いただいており、社会人となってからもこうし
て卒業した大学と関係をもてることに幸せを
感じております。
仕事の中でも、お客様が四日市大学の卒業生だと分かると一気に親近感

がうまれお互いにとってより良い関係を築けます。卒業生が、母校愛と築か
れていく絆によって活躍することが、四日市大学（暁学園）の発展に貢献する
ことに繋がると思います。
これからも、常に前向きな姿勢と笑顔で四日市大学の卒業生としての誇り
をもって頑張ってまいります。
四日市都ホテルをご利用の際には、是非お声掛け下さいませ。卒業生の
方々とお会い出来る事を心より楽しみにしております。

水谷 吉孝（経済学部経営学科8期生）
四日市都ホテル 営業部（セールス）
婚礼・宴会予約 ☎059-355-2806

四日市大学同窓会会員がゴルフを通じて親睦を深めるための会です。毎
年、20数名の自称石川遼くんにエントリーしていただいており、今年は記念
すべき10回を迎えることができました。
年々参加者も増え続けている中、昨年は、経済学部2期生の坂田くん

（1993年卒）が優勝し、「勝てない相手はもういない（by錦織）」発言が飛び
出すなど、とにかく楽しくゴルフ親睦会を目指しています。
2年連続の同会場での開催となりますが、皆様、是非とも、友人･先輩･後輩

をお誘い合わせの上、奮ってご参加ください。

早 と々開花した桜のもと、年度末の職場はバタバタと慌しいな
かで会報の原稿の締切を迎えることとなりました。諸先生方ならび
に卒業生の皆様方の多大なるご協力を得て無事に校了までたど
りつくことができました。紙面を借りて心からお礼申し上げます。
今年度から、総会開催時期の見直しと会報発行の前倒しが
決まりました。今後、これまでとは違ったフレッシュな世代にも参加し
ていただけるような紙面企画にも取り組んでまいります。

平成27年度の総会を下記のとおり開催いたしますの
で、ご出席くださいますよう、ご案内申し上げます。当日は
総会終了後、昼食会を予定しています。
お手数ながら、同封の返信用ハガキにより、総会及び昼
食会の出欠のほどを5月10日(日)までにお知らせ下さい。
皆様の多数のご出席を心よりお待ちしております。

平成２７年度
同窓会総会のお知らせ

日　　時：平成27年5月30日(土)　11時から
場　　所：四日市都ホテル 3F（金扇の間）
昼 食 会：総会終了後、昼食会を催します。
審議事項：①役員について
　　　　　②平成26年度事業･決算･会計監査報告
　　　　　③平成27年度事業計画(案)･予算(案)
　　　　　④その他

1日　　程：平成27年5月24日日　【集合9：00】
2場　　所：伊勢中川カントリークラブ
3会　　費：3,000円(パーティ代+賞品代)
 プレー代10,000円(乗用セルフ･昼食付き）個人精算
4申込期限：平成27年5月13日水
5申 込 先：下記までメールまたは電話でお申込ください。
 E-mail : dousou@yokkaichi-u.ac.jp
 TEL（059）365-6588（四日市大学　佐藤まで）
6幹　　事：経済学部2期生 坂田

女優 広瀬アリスちゃんが、「ビタミン炭酸MATCH」のCM撮
影の為、四日市大学にやってきました。
大学がCMのロケ地として選ばれた理由は、このCMは学園シ

リーズとして都心から離れた地方の学校などを中心に制作されて
おり、ホームページで掲載された大学の施設：情報センターが、制
作会社の担当者の目に留まったことから声がかかったそうです。
CMの放送は、秋以降に放映されるそうです。ご覧になられて、
情報センターに気づかれた方は、かなりの四日大マニアかも・・・。
それにしてもメチャクチャかわいかったなぁ♥

筏釣りを中心に活動しています。まだ少人数（しかも初心者）
での活動ではありますが、釣りを通して少しでも同窓生同士の
親睦を深めればと思います。今年の秋には、いきなりではござ
いますが筏釣り大会を企画しています。経験なんて全く関係
ありません。興味さえあれば誰でも楽しめるのでは！？ まずは、
会員登録から！

【申し込み方法】
メール送信先　dousou@yokkaichi-u.ac.jp　
件名に「釣り仲間希望！」と入力してください
氏名、卒業学部、メールアドレス、住所等連絡先
※会員の方には、活動情報等を随時送信させて
　いただきます。
　担当：フィッシングクラブ代表　鈴木（経済学部１期生）

大
学
か
ら
車
で
５
分
。珈
琲
の
香
り

が
漂
う
。桑
名
に
本
店
を
置
く「
珈
琲

ホ
リ
」、店
名
は
ハ
レ
ル
ヤ
だ
っ
た
頃
も

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー
に
は
パ
ス
タ
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
と
し
て
珈
琲
や
ケ
ー
キ

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

久
々
に
ラ
ン
チ
の
時
間
に
訪
れ
、サ
ラ

ダ
と
デ
ザ
ー
ト
、ド
リ
ン
ク
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
生
パ
ス
タ
セ
ッ
ト
を
注
文
。

モ
チ
モ
チ
な
食
感
の
麺
が
濃
厚
な

ソ
ー
ス
と
か
ら
み
あ
う
。

今
回
、デ
ザ
ー
ト
と
し
て
、ホ
リ
名
物

の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
も
い
た
だ
い
た
。

優
雅
で
ほ
っ
こ
り
し
た
時
間
が
過
ご

せ
る
お
店
。

是
非
、休
日
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

（
文
・
写
真　

黒
田
）

「広瀬アリスさん」
四日市大学に女優

がやってきました。

四日市大学同窓会
フィッシングクラブ会員募集！

懐かしい大学周辺の
飲食店を訪れる。
大学時代に友人・恋人と出かけた大学周辺の飲食店…。
久しぶりに訪れる懐かしの時間。

Gourmet Shop Report No.1

珈琲 ホリ
住所：三重県四日市市萱生町1311-2
TEL：059-338-0737
営業時間：7：30～21：00（OS）
定休日：年中無休
http://www.rakuten.ne.jp/gold/hori-coffee/
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